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日本における運動記譜法の今 日的な課題について






標題に関する最近の知見として,主に筆者自身が参加 した (従って,個人的な偏 りもあ




発表会 ･教官研究発表会｣(大分文化会館第 1小ホール 部門2 1998.12.19に発表予定)
での同一題目による研究発表資料の内,VTR資料部分を除 くほぼ全文の転載と,更に,本
論で新たに第 3章として ｢運動譜による舞踊作品再演 (再現)の意義｣に関する考察を加
えて報告 したものである｡
<1> [最近の運動記譜法に関する研究会等】





/14,12/12など年内9回開催の予定 於 :東京都内 ･他
(4)｢第23回九州地区国立大学間合宿共同授業<今 日的な舞踊譜 とは ?>｣'98.7.16-20
(4泊 5日) 於 :九州地区国立大学九重共同研修所
(5)｢第 1回ラパン記譜法用語委員会｣(仮称)'98.8.13-14 於 :墨田区家庭センター
<2> [標題検討のための前提的予備知識]
(1) 運動譜 (舞踊譜)とは :
運動譜 (舞踊譜)とは,音楽の楽譜のように,運動を記譜 したもの｡




ルドルフ ･フォン ･ラパン RudolfYonLaban(1879-1958)が,1928年に ｢舞
踊 (運動)記譜法 DieMethodederKinetographie;Schrifttanz｣を公刊 して以来,
今日までの70年の間に,各種の身体運動の分野で多様な活用と,多大な成果を招来 し
て来た運動記譜法に関するラパン･システムのことであり,今 日,｢ラパ ン記譜法 ;
KinetographyLaban;Labanotation｣と呼称され,現存する各種の記譜システムの
中で,実績 ･普及度ともに最良のシステムと目されいてる｡















































③ エフォー ト記譜法 (EffortWriting)
一方では,前記二者の記譜法の一部 として,その他の運動記号 と共に,明確な
(または緩い)時間性と共に,下から上-と記譜する方法｡









例えば,ラパ ン記譜法においては,1956年 R.ラパ ン著 ｢舞踊 と運動記譜法の原理





ofMovementontheStage｣は1960年 L.ウルマ ンにより改訂 され ｢運動の習熟 The
MastaryofMovement｣と書名変更されたが,いずれ も<movement>のみであ り,ま
た1977年に第3改訂の1989年版のAノ､ツチンソン著 ｢ラバノテ-シヨン運動の記録 ･分析






序論<1>-(5)に記 した ｢第 1回ラパン記譜法用語委員会｣(仮称)は,今夏東京で5名
のメンバー [カール ･ウオルツ (ワシントン大学),堀野三郎 (長崎大学),大谷美紀子
(高知大学),槽谷里美 (会社勤務),森田玲子 (川村学園女子大学)]が,USA系の ｢初級
ラパン記譜法テキス ト｣(約125語)について,日本におけるラパン ･システムに限 らず総
ての運動分野に適応 し得る,また,その他の運動記譜法システムにも共通的に活用 し得る
公的用語の検討 ･選定を目指 して約一日半を費や し検討 した第 1次読会の結果,メンバー
全員の総意で邦訳を終えた諸用語の中で,その後,筆者が特に再考を要すると考えた前掲
の3語に関して,その<提案理由>などについて報告する｡
なお,以下に記 した上の()付No.後の ｢｣内の英文および対訳和文は,前述の第 1次
東京読会の際に同意 ･内定 していたものを示 し,次いで下の-印付の ｢｣内は,その後,
筆者の補足 ･訂正の文言 (提案)を示 している｡
(1) ｢airwork(5Categories) 跳躍 (5種)｣ :
- ｢airwork(basic:5Categories) 空中動作 (基本的 ･5種の跳躍)｣
その ｢提案理由｣を述べる前に,その前提条件 として,次の事項を確認 してお く必




例えば,ペア間で orグループで挙上された人 (被 リフティング者)による<空中


























































(3) ｢path 経路 ･経由｣ :















nativelanguageとしての英語メンバーと日本語エキスパー トとのティーム ･ティーチ ン
グ的な合議の有用性等を実感した｡
<3> 運動譜による舞踊作品再演 (再現)の意藁










との密接な意思疎通 ･交流や連動譜のみならずVTR等の他の運動記録法 も併用 して
の記譜活動 も有効であること など｡>と述べている｡
(2) [西川箕乃助 (日本舞踊家 ･日本大学)見解]は,
<伝統芸能としての日本舞踊関係では,歴史的には日本最古の記譜書 と思われる文化
12年に出された ｢独 り稽古｣や,幕末の初代西川鯉三郎考案による ｢伎楽踏舞譜｣や,
昭和10年に西川仙五郎 (後の四代 目 ･西川箕乃助)が創案 し,その後,それを発展 し
集大成する形で,東京国立文化財研究所により公刊された ｢標準日本舞踊譜｣等があ
るが,これらはいずれも既存既習の振 りまたは舞踊作品に対 して,既習の仲間内で理
解可能な振 りに略画 ･略字 ･略記号 ･補足説明短文等を付 して,歌詞や歌曲と共に表
記 していく方法が一般的であ り,それらは複雑過ぎて理解 し難かったり,実用的には
不備な点があったりして,今日実際には使用されていないこと｡西川流での舞踊譜の
使用は,今日的には,ある踊 りを仲間内での振 りの統一を図る手段 として用いること
や,既習の振 りの忘備録的な便利さや,既存の舞踊作品を後代に残すという記録 ･保
存的な扱いとして用いられるのが一般的であること｡ その反面,現在進行形の舞踊作







(3) [須藤武子 (舞踊家 ･日本民俗舞踊研究会)見解]は,
<過去約30年近 くにわたり,文化庁より日本民俗芸能とりわけ日本民踊の記録保存 ･
掘 り起こし等の委嘱を受けて各地に赴き現地調査 し,多 くの日本民蹄等を楽譜の五線
譜記譜法に依拠 した女史創案の記譜法により,採譜 して来たが,それらは現在総て文
化庁の倉庫内に眠ったままで現在に至っていること｡ 民俗舞踊の記録 ということは,
単に動きの記録だけではない｡つまり動きと音 (言葉 ･掛け声 ･楽器演奏 etc.)や
衣装 ･小道具 (取 り物 ･被 り物etc.)等が津然一体として存在することに認識 ･留意
する必要があること｡ 民俗舞踊の動きのキー ･ポイントは,頭と腰の動きが中核 とな
ると考えること など｡>と述べている｡
以上,三者の本項に関わる主張骨子を小括すれば,ウオルツ見解では,運動譜による舞
踊作品を再演 (再現)することは,今 日的にも可能かつ有意義だとする立場であ り,後の
西川 ･須藤の二者では,舞踊作品の運動的側面を主体に記録 ･保存 し,将来的に伝達する
手段の一つとしては有意義であるが,今日的に再現手段 として用いることは,運動を記譜
すること以外にも多 くの局面や要素が存在する故に,運動譜のみでは不十分であ り,総体











































なお,本章での用語表記に関して,本論全体としては,本論< 1>に記 したように ｢運
動記譜法 ;運動譜｣を基本的 ･代表用語として扱っているが,本章に関しては,前記の諸
説は,いずれも舞踊譜の扱いを想定 しての発言や見解である故に,ここでは ｢舞踊記譜法 ;
舞踊譜｣ と表記 して論を進めたい｡
(丑 [上記諸説に対する堀野見解]
先ず初めに,本項に関する具体的事項の検討に入る前の大 きな前提 ･共通理解 とし




(彰 同様に,舞踊記譜法による<舞踊運動の記録 ･分析 ･再現を必要とする舞踊的動 き




係にあるのに比 して,舞踊表現では,創作的作者と表現者とが一致する場合 も ･分離












はソリス ト単独の動 き部分が主調となり,またある時はソロと群舞との掛け合いや ･
対比的な混交 ･統合シーンが主調となったりするといった作品である｡近年の一連の
同作品公演 (再演)では,各公演毎に主役が交代 し,ジョルジュ ･ドン (男性),シヨ
68 長崎大学教育学部紀要 教科教育学 NQ32(1999年)
ナ ･ミルク (女性),パ トリック ･デュポン (男性)らが演 じて,各公演に対する観
客の個人的な評価の如何は別として,総括的には,いずれの公演も熱狂的な好評裡に
観衆を魅了して各再演が終了したこと｡この事実を否定し得るか ?この事例のように,






























































第 1の活動例は,序論< 1>-(1)に記 した ｢第20回隔年ラパン記譜法国際会議'97香港大
会｣は,現会員96名の内,その約半数に当たる約50名 (日本より6名)の参加者で 7日間
にわた り,中日の半日休 日を除き,午前 9時または9時半から午後 6時半または6時45分
終了までの間,全体で32の各種の講義 ･実技 ･演習 ･討議 ･報告 ･会食等のプログラムが
多彩に設定され,殆どの参加者は,いずれも終始熱心かつ精力的に参加 ･活動 し,それぞ
れに多様 ･多彩な成果を得たと確信する｡
第 2の活動例は,誕生間もない事例ではあるが,序論<1>-③に記 した ｢Labanotation
学習 ･研究会｣が USAのnotater資格の取得等を目指 して,木村はるみ (山梨大学),中
村美奈子 (東京外国語大学)ら現会員約10名で,本年早春を期 して発足 し,年内 9回に及





JudyVanZile女史の採譜 ･実技指導による ｢八木節 YAGIBUSHI｣～ハワイでの日本















[ハワイ版 ･日本民踊 ｢八木節｣譜にみられる4つの誤 り]
(訂 発祥地は<岩手県> - <群馬県>
② - 踊り始めは,手拍子を伴った動きから.
(彰 一 踏み出し後の<戻 り足>は,両足揃えに.




















る大 きな誤 りである｡ 反論例 ;モーリス ･ベジヤール作 ｢ボレロ｣のジョルジュ ･ド
ン,ショナ ･ミルク,パ トリック ･デュポンらによる芸術的再演 (再現)は無意味
か ?)｡
(3) ラパン記譜法に関しては,関係者のギル ド的 ･舞踊著作権的な規制がかか り,特に
商業ベース的側面では,だれでもが自由独自に活用 し難いこと｡







(7) 先ず,自分が必要 とする課題 (例えば,一定の共通的な運動主題内での個人の任意
創作課題)に運動記譜法 (-簡略記譜法 ;M.W.)を使って,実践的にその利益 を実
感すること｡











6)邦 正美 (1950)舞踊の記録法,創作舞踊 鹿鳴出版社.
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⑧ 前 ･故iL中JFボーズ 8x 2 モチーフ
亡にコ ｢堀野2Eによる新略字 .咋妃号等と応用例｣
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